








〔研究目的〕 

 ハイ・リスク新生児に対する医療は,最近では多くの医療施設で NICUを中心に積極的に

行われ,ハイ・リスク新生児の救命と後障害の発生防止に貢献してきている。さらに,個々

の医療施設の問題としてだけでなく,地域全体としての新生児医療システムの確立(地域

化)の重要性が広く認識され,全国各地で地域化が積極的に進められてきている。 

 しかし,ハイ・リスク新生児の管理は新生児医療施設入院中だけで終るわけではない。施

設退院時は,いわば正常新生児の新生児室退院時と同じスタートラインにようやく立てた

状態で,その後の発育,発達に関する継続的な管理が長期間にわたって必要なことはいうま

でもない。 

 新生児医療施設の中には継続的管理に積極的に取り組んでいるところも少なくないが,

全体的にみれば小川の愛知県の調査(本研究班昭和 56 年度報告),小宮の神奈川における調

査(同 57 年度報告)でも明らかなように,新生児期の医療の進歩地域化の進展に比べ,退院

後の継続的管理は著しく立ち遅れている。とくに地域全体としてのハイ・リスク児の継続

的管理体制は現状ではほとんどみられないといえよう。 

 そこで,本研究班(ハイ・リスク新生児の継続的管理と事後措置に関する研究班)の 2年間

のまとめとして,ハイ・リスク新生児の継続的管理の地域化の方策を考えてみた。 


